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分野別意見交換会報告書【総務常任委員会】

日 時： 令和３年(2021 年) ４月 12 日(月) 10 時 00 分～12 時 07 分

場 所： 箕面市役所 本館３階 委員会室

団 体 名： 箕楽会（箕面市職員退職者会） ６名

出席議員： (委員長）内海辰郷 （副委員長）名手宏樹

（委員）尾﨑夏樹、桃山 悟、藤田貴支

傍聴者数： なし （※新型コロナウイルス感染対策のため非公開で開催）

テーマ：（１）箕面のまちづくり

テーマ：（２）箕面の幼児教育の歩み

番号 項目 内容

１
箕面のまちづくりのはじ
まり

・箕面のまちは、箕面有馬電気軌道を設立した小林一三が、
明治４３年に箕面線を開通し、まちづくりを先導した。
・その後、桜ケ丘で住宅博覧会を行い住宅を分譲し、閑静な
住宅地を形成してきて、今でも当時の住宅が残っている。

２
都市計画による箕面のま
ちづくり

・その後、昭和４５年には都市計画を作成し、市街化区域と
市街化調整区域を定め、閑静な住宅地を維持してきた。
・環境保全条例で景観形成にも配慮し、開発事業者からは、
箕面市は開発指導が厳しいと指摘を受けてきた。

３
これからの箕面のまちづ
くり

・平成８年には箕面市都市計画マスタープラン「箕面シテ
ィ・ルネサンス」が作成されて、さまざまな目標が掲げられ
ている。今後も、このマスタープランに基づいて、箕面市の
まちづくりを進めていって欲しい。

番号 項目 内容

１
箕面の公立幼稚園のはじ
まり

・箕面市では、昭和４７年に「かやの幼稚園」が設立され、
その後も、順次設立されて６園体制となった。
・公立幼稚園に対する保護者の期待は大きく、人がどっと押
し寄せ、どれだけ待ち望まれていたのか、肌で実感した。

２ 箕面の公立幼稚園の課題

・箕面の公立園は、給食がない、２時までの保育、送迎がな
いことが保護者に負担で、私学との差となっている。
・以前もＰＴＡ会長から何とか週に１回だけでもパン給食を
と望まれて、話し合いもしたが、実現は難しかった。
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テーマ：（３）アウトソーシングと人材育成

テーマ：（４）図書館の８館構想

以 上

３ 公立幼稚園の存在意義

・幼小中の縦の繋がりがあってスムーズに進級できる。
・公立園が廃止されると、教育委員会としても、青少年教育
から生涯教育への輪の中で幼小中の一部が欠けてしまうこ
ととなる。
・できれば１園だけでも公立の幼稚園を維持して欲しい。

番号 項目 内容

１ アウトソーシングの現状

・受託業者の中には有給休暇や残業代がないケースもあり、
委託契約で労働関係法令遵守の一文が必要である。
・個人情報など慎重な取扱いが必要な分野でも委託が当たり
前になってしまうと、漏洩等のリスクが問題となる。

２ 窓口業務の委託

・箕面市役所の窓口では、カウンターの向こうに人がいても
立ち上がって来ない、呼びかけてようやく出てくる。
・窓口の職員に比べて勤務条件が相対的に優位な正規職員
が、窓口対応に自信がないのか、なかなか出てこない。

３ 人材育成

・地方分権が今後も一層進む中で、職員は政策形成やマネジ
メントや法務など、レベルの高いことが求められている。
・職員は市民と接することによって鍛えられ、修羅場を経る
ことで一人前の職員に成長していく。

番号 項目 内容

１ 箕面の図書館のはじまり

・箕面の図書館は昭和４１年に当初４０００冊からスタート
して、遠方には移動図書館を走らせて対応していた。
・その後、市民からの要望で、図書館協議会が設置されて、
整備された図書館網は、市民の作った箕面の財産である。

２ 図書館の８館構想

・平成２２年の図書館協議会では、当時、市内の６館体制を
８館体制へと拡充する積極的な提言もなされた。
・これは「真理は人を自由にする」の標語の下、本を読み知
識を得ることは人にとって非常に大切との考えによる。

３ 図書館の将来像

・箕面市では、市民と作る図書館を標榜して、これまでにも
多くの市民から知恵を得てサービスを提供してきた。図書館
行政は、今後も皆で作っていく必要がある。
・また、地域の課題を解決出来るよう、地域を支援する。


